２つの大きな署名の取り組みにご協力をお願いします！
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· 待合室キャンペーン「ストップ患者負担増」署名

· ニューヨークの国連本部へ届けよう「核兵器全面禁止のアピール」署名

【待合室キャンペーン「ストップ患者負担増」署名】
・・・2014年９月～12月下旬まで

保団連は、新たな患者負担を止めるため、署名に取り組みます。

いま政府が検討しているのは、入院時の食事代の自己負担引き上げや、「患者申出療養」新設などによる保険のきかない医療の拡大、また国保の保険料引き上げや給付制限につながる都道府県単位での医療費削減システムづくりなど、患者さんの負担を重くする内容です。
保団連は来年通常国会での法案化を断念させるため、署名を国会に届けます。会員の先生方には、先生ご自身、ご家族、スタッフのみなさんからぜひ署名にご協力をお願いいたします。１枚で５名分署名できますが、５名分の名前で埋められなくても結構です。患者さんの負担軽減につながる内容の署名ということで、全国では、患者さんに呼びかけたときの反応もよいとの声も寄せられています。
署名のダウンロードはこちらから　×××××××××
【ニューヨークの国連本部へ届けよう「核兵器全面禁止のアピール」署名】

・・・2014年９月～2015年４月下旬まで
　保団連は、「核兵器全面禁止のアピール署名」に取り組んでいます。広島、長崎両市長のほか女優の吉永小百合さん、歌手の沢田研二さんなど幅広い方々に支持されている署名です。

核兵器の縮減と不拡散を約束し、全世界で190カ国という大多数の国が加盟している核不拡散条約（NPT）。５年に1度、国連で再検討会議が開かれ、核兵器廃絶のために前進ある議論を行なっています。ちょうど来年５月が再検討会議。前回は約800万筆が国連に届けられ、国連事務総長はじめ核軍縮担当代表に力を与えました。大阪での目標は100万筆。協会では単独で１万筆を集めたいと目標を立てました。

ぜひ多くのみなさんのご協力をお願いいたします。[image: image2.emf]
署名のダウンロードはこちらから　××××××××××××

署名用紙追加注文等のお問い合わせは、�協会事務局（電話 ０６－６５６８－７７３１、FAX０６－６５６８－０５６４）まで。








